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1 肥 後 旅行談

若林  勝 邦

余ガ今日述ベント欲スル肥後旅行談ハニ部分ヨリナレリ始ハ余ガ肥後二旅行セシ所以次ハ探究ノ報告終

ハ自己ノ考へ得タル事賛トス

余ガ帝囲大學ノ命ヲ帯ビ肥後二旅行セシハ他エアラザルナリ余ハ明治甘一年夏始メテ九州ノ陸地ヲ践ム

ヤ豊前筑前筑後肥前ヲ旅行シ古墳或ハ塚六フ賞見シ人類掌上ノ知識フ得ル少ナカラズ又石器時代ノ遺物

フ散見セシガ改二其遺物ヲ熟視セシエコレ本邦新石器時代ノ遺物ヨリ少シク以前ノ時代二於テ製造セラ

レシガ如シ此事ハ本含二於テ害テ述ベシガ未ダ筆記セズ徒テ雑誌上ニモ掲ゲザリシ其後青森縣二至り亀

ケ岡フ研究シ同縣下諸地方フモ旅行シ石器時代ノ遺物フ調査セリ而シテ此地方ノ遺物ハ本邦新石器時代

二属スルモノナリト思考セリ改二此北端ノ遺物研究 卜西南端ノ遺物研究 トフ合セバ必ズ人類學上好結果

アラン事フ知り今回更二肥後へ旅行シ此地方二於ケル石器時代ノ事賛調査二徒事セリユ肥後ハ天卿ノ内

海二望ミ九州西南端中央部ノ海岸ヲ有セルフ以テ曽テモールス氏ノ研究セシ大野村ノ貝塚 (大森介壌篇二小

野村トアルハ大野村ノ誤ナリ)ノ 他二尚遺跡遺物敷多アルベキフ信ゼシニヨレリ又モールス氏ノ大野村貝塚ノ

研究報告ハ終二世二出デザリシエヨリ此地方ノ状態ハ充分知ルフ得ザリシガ篤メナリ次二探究ノ報告フ

記スベシ

余ハ昨年十二月二十八日東京ヲ出立シ本年一月二日熊本へ到着セリ以後熊本縣管内フ巡回シー月二十一

日掃京セリ今回研究セシ重ナル員塚ハ宇土郡岩古層村 (盲名曾畑村)ニ アルモノ八代郡吉野村ニアルモノ全

村字西ノ平ニアルモノナリ此吉野村ハ誉高塚村大野村 (モールス氏ノ研究セシハ此地ナリ)ノ合併セシモノニテ

貝塚モ雨村二跨レリモールス氏ハ大野村ノ貝塚 卜呼ブモ賛際ハ高塚大野雨村ノ貝塚ナリトス又字西ノ平

ノ貝塚ハ菖高塚村二属セリ新町村制ニヨリ吉野村ノ名フ以テ高塚大野フ紹補セシハ貝塚ノ所在地名ヲ指

示スルニ於テ都合ヨキ大野村ノ名補ニシテ隠ルヽハ惜ムベシ何 トナレハ大野 卜云ヘル地ハ多ク石器時代

ノ遺跡フ較見シ研究スベキ紬アレナバナリ余ガ又遺物ヲ採集シ得タル地ハ葦北郡大野村下益城郡大野村

ノ貝塚Ht麻郡戸島村全永嶺村合志郡二夕子原全亀尾村山本郡内村全清水村山鹿郡名塚村ナリトス先ゾ貝

塚ヨリ述ブベシ

宇土郡ハ肥後ノ西部二位シ有明ノ海及ビ天ⅢⅢノ内海一部分二望ム中央平カニシテ東部丘陵多ク起伏セリ

此丘陵中木原山卜補スル丘アリ其麓ニシテ西南ノ地二貝塚アリ今畠トナル面積凡ソ七畝貝殻堆積ス厚サ

凡ソ三尺 トス昔ハニ三町二渉リシガ如シ近傍ノ畠ノ地底或ハ小運ノ側面二貝殻アルヲ見ル現今ハ海岸フ

距ル事近キハー里遠キハー里半ナリト云フ然レドモ此貝塚ノ西北ニアル宇土山卜云ヘル丘ハ土俗宇土島

卜呼ブフ見レバ昔時海水ノ此近傍二末リシー護 トスベシカ曾テ肥前島原ノ崩ルヽヤ海哺宇土山ノ下ナル

宇上騨フ浸スト此騨ハ員塚フ距ル僅二十丁鉄ナリ然レドモ貝塚ハ地高ク海水ノ侵入ヲ免カレタリト云フ

地質局出版ニハ ル地質報文本年第一琉ニヨレバ宇土際ハ地質學上第四紀層中沖積層二属シ木原山及ビ

貝塚ハ第二紀層二属セリ而シテ余ガ此貝塚ヨリ較掘シ得タル所ノ遺物ハ左ノ如シ

ー 石 器  石 斧一個

二 土 器  瓶 類ノ縁,底 ,腹 部敷個

三 骨    獣 骨一個

四 貝 殻  牡 蛎,蛤 , さ めゝ,あ さり,志 がゝひ,敏 個

石斧ハ精磨キ刃フ有ス,土 器ハ縁,腹 部二種々ノ模様ヲ附ス刻ミロノ並行アリ斜線ノ交叉アリ表裏二書

- 1 6 3 -



1 肥 後旅行談 (若林)

ケル斜線アリ縄紋ヲ印セルアリ各趣フ異ニセリ底ニハ裏面二編物ノ痕ナシ土器中僅ニー残片二赤キ染料

フ塗レルモノアリコヽ二記セル土器ハ云フ迄モナク皆貝塚土器ナリ以下同ジ獣骨ハ何ノ獣ナルヤ詳カナ

ラズ

次二記スベキハ八代郡ノ吉野村ノ貝塚ナリ此八代郡ハ肥後西部ノ中央二位シ天卿ノ内海二望ミ大古人民

ノ居フ選ムニ最好ノ地ナリ此等ノ原因ニヨレルモノカ営郡吉野村ノ貝塚ハ面積廣ク凡二丁四方二渉レリ

又貝殻ノ積モレル事厚サ凡四五尺ヨリ四間ノ間ニアリ此貝塚ノ下ハ八代街道ニシテ通行ノ際仰キ見レバ

貝殻斜二積り西南ノ丘腹一殊フ掩フ丘ノ最高ノ部分ハ土現ハルヽモ他ハ土フ見ル能ハザルナリ此街道ノ

下ハ漸々低ク最低地ハ街道 卜二間餘ノ差アリ田畠相連り宣里半ニシテ天卿ノ内海岸二達ス此低キ地ハ昔

海水ノ浸セシ所ナルガ現今ノ八代街道ノ下ヨリハ加藤清正ノ肥後二封ゼラレシ以来新二埋メ終二今日ノ

如クナリシト云フ而シテ今日ノ八代街道ハ通ゼズ吉野村貝塚ノ東北二営レル種山卜構スル山道ヲ経テ八

代二至リシト云フ土俗船繋キ松 卜穂スル松貝塚ノ傍ニアリ又貝塚ノアル丘ノ頂上二至レバ西方二天卿郡

フ望ミ北方二木原山フ見ル下益城郡大野村ノ如キハ眼下ニアリ余ガ此貝塚ヨリ絞見シ得タル遺物ハ左ノ

如シ

石器  石 斧 三 個

土器  瓶 壺類ノ縁,底 ,腹 部,柄 手敷個

骨   鹿 骨,猪 牙,歯 ,人 骨,敷 個

貝殻  牡 蛎,蛤 , さ めゝ,あ げまき,た にし,河 にな敷個

石斧ハ補磨キ刃ヲ存スルモノニ個アリ他ノー個ハ細クシテ磨ケル事前ノニ個二比スレバ少シク巧ナリ巾

廣キ部分ハ欠損セルモ巾狭キー端ハー方ノ面フ研ギ刃トナセリ土器ハ種々ノ模様フ附ス刻ロノ並行シテ

屈曲スルアリ曲線ノ封スルアリ縦線ノ並行アリ縄紋フ印セルアリ縁ハ波形フナス柄手ハ耳形フナセリ底

ノ裏面ニハ編物ノ痕アルフ認メズ鹿角ハ又ノ部分猪牙ハー個,下 鰐二生ゼル歯敷個1人 骨ハ睡骨一個ナ

リ貝殻ハ繊水産 卜淡水産ノニ種アリ

次ハ吉野村字西ノ平 (替高塚村字西ノ平)ノ貝塚フ費掘シ石斧貝塚土器,貝 殻フ得タリ石斧ハ補磨ガケリ此西

ノ平貝塚ハ今畠トナル面積敷十坪アリ吉野村貝塚フ距ル敷町ナリトス

貝塚ノ記事ハ此庭二止メ次二石器ヲ採集セシ地及ビ出鹿地フ述ベン

雲根志後篤ノ四鏃石ノ條二肥後葦北ヨリモ稀二出ル云々卜記シアルガ改二世ノ石鏃ノ事フ云フモノハ多ク

此書ニヨリ肥後団葦北二出ヅト記スルモ葦北ハ郡名ニシテ全郡中ノ何鹿ナルヤ知ル能ハザリシガ今回全

郡大野村ナルフ知り得タリ然カモ其地二至り同村中字下ヶ原ナルフ知り得タリ此地ヨリ出デタル石鏃三

個ノミナラズ石ヒー個石斧四個石環一個フ得タリ石斧四個ノ中二個ハ打カキテ後精磨キタルモノナリ他

ノニ個ハ始メヨリtrt磨ケルフ見ル石環ハ半バ欠ク,径 凡三寸トス此石環ノ類ハ紳口孝平君ノ大古石器考

第十三版十三固ニモアリ径凡二寸トス北海道ヨリ出シモノナリト記セリ又本誌第四十七新一四四頁二坪

井正五郎君ハパリー万圃博覧含ニテー見サレシ三個ノ蛇ノロ形ノ磨製石器フ記サレシガ固ニヨレバ其形

状類似セリ其中二個ハ径四寸計リー個ハ径二寸五六分卜云フ余ノコヽ二記セル石環ハ内孔ノ径八分大古

石器考ニアル石環ハ内孔凡五分ナリ次二下益城郡大野村貝塚二至り蛤, し がゝひ,只 塚土器,破 片フ得

タリ次二託麻郡戸島村二至り危製石斧四個フ得隣村永嶺村二至り精磨ケル石斧ノー片ヲ得次二山本部内

村二至り同村畠ヨリ深迫氏ノ採集セシ磨製石斧一個フ得又同郡清水村ノ磨製石斧一個ヲ得又山鹿郡名塚

村 卜上吉田村ノ堺ナル吉田原二至り石鉄フ得其他合志郡ニタ子原,杉 水村,義 尾村ヨリ出シ石鏃ヲ得熊

本市坂日氏宅二於テ合志郡立田山三軒屋ニテ得シ石斧二個ヲ見ル其中一個ノ石斧ニハ帆立貝ノ小ナルモ
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ノ附着シオレリ又佐々干城氏ノ祖父ガ居ヲ本妙寺山ノ麓ニ トセシ際掘り得タル石斧一個フ見ル又合志郡

亀尾村ノ石斧フ見ル共二出庭明カニシテ参考ノ資 トナレリ余ガ今回ノ旅行ニツキテ知り得タル人類學上

ノ知識ハ第一営園石器時代ノ遺跡散布ノ概略ニンテ此遣跡ハ多ク大野 卜名クル地二於テ費見シ得タルコ

ト而シテ此遺跡中ニハ貝塚アル事又石器ノ如キ遺物ノミ較見スル場所アル事ナリコヽ二記セル貝塚ハ本

邦ノ本土及ビ北海道エアルモノト同クシテ同人種ノ手ニナリシモノト考フルヲ得ルナリ

次ハ石器時代ノ遺物ニツキテ啓較スル事多シ特二石斧フ熟視スレバ製法ノ鮭ナルモノ十分ノ八九二居ル

之フ北海道青森縣ノ地方ヨリ出ルモノニ比スレバ製法未ダ進マズ磨り裁リテ造り石斧ノ如キハ見ザルナ

リ徒テ側面フ磨キシモノ或ハ裁リロノ痕アルモノフ認メザルナリコレ製法ノ拙ニシテー個ヅヽ自然ノ石

フ持チ末リー個ヅヽ石斧ヲ造リシヤ知ルベシ余ガ筑後二於テ採集セシ石斧及ビ賛見セシモノニ同ジコレ

本邦新石器時代二進ム前ニアリシモノト考フヲ得ベキナリ(本邦新石器時代二属スクレ遺物ハ東洋學藝雑誌九十七琉エ

出セリ)精 ク言ハ 肥ヾ後ノ石斧ハ本邦石器時代ノ中二於テ特二北部ノ遺物ヨリハ製造使用サレシ時期ノ富

キフ見ルナリ次二貝塚土器フ見ルニ其裂法ハ青森縣下ヨリ費見セル精製ノ土器二比スレバ肥後ノ精製土

器 卜認ムベキモノハ能ナルフ知ルナリ模様中縄紋ハ本邦諸庭ヨリ較見スルモノト肥後二於テ較見スルモ

ノト形二大小アルノミニシテ異ナルナキナリ然レドモ模様中或ルモノハー種他地方 卜異ナル新アルヲ見

ルナリ恰モ青森縣下ノ貝塚土器ニー種ノ趣ヲ存スルガ如シllc事ハ陸奥ノ貝塚土器数多フ☆見セシモノハ容易二解ス

ル庭ナリ)

之ヲ要スルニ石器土器フ比較シ其製法ノ術ニツキ其進歩ノ度フ視レバ本邦石器時代中肥後固ハ本邦北部

特二陸奥地方二於ケルヨリモ早ク人類ノ棲息セシフ知ルベキ也

附言徒末本邦石器時代ノ事跡ニッキテハ本邦西部ヲ研究セシモノ少シ賃二遺憾ノ至リナリ北部ハ多ク

石器時代ノ遺物フ較見スルガ改二属世人ノ注意ヲ促セリ之二反シテ西部ハ遺物ヲ較見スル事少キガ故

二世人ノ注意モ薄カリシ然レドモ充分捜索セバ尚敷多アルフ見ルナリ而シテ北部ノ遺物 卜比較セバ互

二有益ナル説明フ得ベシ富東京大學教授モール氏ハ夙二肥後二至り大野村ノ貝塚フ研究シ石器土器人

骨 フ得 シガ (此採集品ハ理科大學人類撃室ニアリ)報 告 フ世 二公 ニ ナ リシ フ聞カザ ル ハ遺 憾 ナ リ

コレ今日迄肥後二於ケル石器時代ノ有様ヲ充分知ル能ハザリシー原因ナリ又其管時二於テハ本邦西部

二此大野村ノ貝塚ノミ知ラレシガ改二本邦西部二於ケル石器時代ノ有様ヲ知ル能ハザリシ原因トモナ

レリ

理學士坪井正五郎君ハ明治二十一年冬豊前二至り含員小川敬養氏 卜共二筑前鞍手郡木月村ノ貝塚ヲgF

掘シ土器獣骨フ採集シ又害テ此地ヨリ出シト云フ石斧一個フ携へ婦ヘラレタリ又含員寺石正路氏ハ廿

二年夏前二記セル肥後宇土郡岩古層村ノ貝塚二至り筑前核手郡木月村貝塚ニモ至り新二鞍手郡楠橋村

ノ貝塚フモg3掘サレタリ此ノ如ク含員諸君ノ西部地方ノ遣跡二注意アルニモカヽワラズ其報告ノ雑誌

上二現ハレサルハ遺憾ナリト云フヘシ因テ余ハ更二坪井寺石ノ雨君二其報告フ寄贈サレン事フ希望シ

又余ガ彼フ補ハレン事フ請フ大島町ノ貝塚ハ地學含員鈴木敏氏ノ報ニヨル此庭ヨリ得タル貝塚土器ハ

理科大學へ寄附サレタリ

(『東京人類学会雑誌』第 5巻 第49号,東 京人類学会,1890年 )
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